
　

日
本
共
産
党
は
他
会
派
２
名

と
と
も
に
「
八
千
代
市
学
校
給

食
費
の
助
成
に
よ
り
実
質
無
償

化
を
実
施
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」
提
案
し
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
は
、①
憲
法
26
条
に

則
り
義
務
教
育
は
無
償
で
あ
る

　

②
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環

で
あ
る
（
食
育
）　

③
保
護
者
の

負
担
軽
減
な
ど
子
育
て
支
援　

で
す
。
実
質
無
償
化
が
実
施
さ

れ
る
と
給
食
費
の
徴
収
が
な
く

な
り
、
学
校
や
教
師
の
事
務
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

文
教
経
済
常
任
委
員
会
で
は

「
本
来
な
ら
お
母
さ
ん
の
手
料
理

を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
べ
き
だ
」

と
時
代
錯
誤
の
発
言
も
あ
り
、

本
会
議
で
は
賛
成
少
数
（
８
名
）

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
食
費
無
償
化
は
、
全
国
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
願

い
に
背
を
向
け
る
市
議
会
で
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

八
千
代
市
の
学
校
給
食
で
使

わ
れ
る
お
米
は
全
て
八
千
代
市

産
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
お
米

は
早
朝
に
八
街
市
で
炊
か
れ
て

お
り
、
給
食
の
時
間
ま
で
に
何

時
間
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
の
質
問
で
、
市
が

米
飯
の
提
供
を
「
千
葉
県
学
校

給
食
会
」
に
委
託
し
て
い
る
こ

と
に
要
因
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
あ
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市政へのご意見、ご要望を
お寄せください
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２０２４年（夏季号）
６月議会の活動を中心に作成しています

　八千代市の教員未配置の実態は、４月時点で２

０２１年７人、２２年１２人、２３年１１人、２４年

１５人と深刻な状況です。日本共産党は、再三教

員未配置問題の解決を市に求めてきましたが、改

善どころか悪化しています。

　教員は、長時間労働を強いられ、子ども達との

触れ合いや自主研修する時間が失われています。

学校は、ブラック企業化し教員志望者が激減、

教員不足に拍車がかかっています。

　中央教育審議会の特別部会は、教員の長時間

労働解消について、５月に「審議まとめ」を文科

大臣に提出しました。しかし、「残業代不支給制

度」には手を着けないまま、教員調整額の引き上

げを求めました。また、現場の要望が強い授業時

間の上限設定や教職員定数の改善も見送りまし

た。

　６月議会で未配置問題について質問しました。

教育委員会は、「県へ欠員代替の配置を要請する」

「市の予算で事故対策教員を任用する」と答弁し

ました。こうした取り組みはこれまでも行われてき

ましたが改善されていません。

　日本共産党は、教育委員会が現場の声を丁寧

に聞き業務の軽減を図ると共に、教員が希望を

持って働ける魅力ある学校職場とするため努力す

ることを求めます。

　

市
長
公
約
の
通
学
定
期
割
引

率
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
任
期

ま
で
１
年
を
切
っ
た
中
で
進
捗

状
況
を
質
問
。
市
長
は
、
「
実
現

し
て
い
な
い
。
東
葉
高
速
鉄
道

の
取
締
役
会
で
働
き
か
け
る
」

と
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
答

弁
を
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
株
主
総
会

で
市
民
を
代
表
し
、
大
き
く
声

を
上
げ
る
べ
き
と
市
長
に
要
望

し
ま
し
た
。

　

東
葉
高
速
鉄
道
は
６
月
に
決

　

緑
が
丘
地
域
の
人
口
増
加
を

受
け
て
小
学
校
の
新
設
が
決
ま

り
ま
し
た
。
中
学
校
設
置
の
要

望
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
問
題
解
決
の
た

め
設
置
さ
れ
た
検
討
委
員
会
は
、

５
月
７
日
に
「
既
存
施
設
の
活

用
を
基
本
」
と
の
方
向
性
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
市
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
「
高
校
の
校
舎
を
活
用
で
き

算
を
発
表
し
、
年
間
輸
送
人
員

は
前
年
度
比
６
・
７
％
増
、
過

去
最
大
と
な
る
33
億
円
を
超
え

る
純
利
益
を
計
上
、
さ
ら
に
債

務
超
過
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
東
葉
高
速

の
利
益
の
一
部
を
運
賃
引
き
下

げ
へ
回
し
、
通
学
定
期
の
割
引

率
引
き
上
げ
を
求
め
ま
す
。

緑
が
丘
地
域

緑
が
丘
地
域
人
口
増
で
小
学
校
を
新
設

人
口
増
で
小
学
校
を
新
設

市
長
公
約
の
実
現
求
め
る

市
長
公
約
の
実
現
求
め
る

中
学
校
設
置
を
急
げ

中
学
校
設
置
を
急
げ

　

５
歳
児
健
診
は
保
護
者
や
学

校
に
と
っ
て
利
点
が
多
く
、
実

施
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
は
、
「
入
学
前
健

診
よ
り
も
早
く
健
診
や
相
談
を

し
た
い
」
「
地
域
の
学
校
の
雰
囲

気
を
子
ど
も
に
な
れ
さ
せ
た
い
」

「
子
ど
も
と
の
生
活
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
る
」
と
の
要
望

が
あ
り
ま
す
。

　

教
師
か
ら
は
「
入
学
前
健
診

で
は
気
づ
け
な
い
こ
と
も
多
い
」

「
入
学
し
て
か
ら
は
保
護
者
と
の

相
談
は
難
し
い
」
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。

　

相
談
は
入
学
前
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
５
歳
児
健
診
を

行
う
こ
と
で
対
象
者
を
も
っ
と

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
要
望

し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
と
他
会
派
２
名
共
同
で

日
本
共
産
党
と
他
会
派
２
名
共
同
で

学
校
給
食
費
無
償
化
の
条
例
提
案

学
校
給
食
費
無
償
化
の
条
例
提
案

　

現
在
、
八
千
代
医
療
セ
ン

タ
ー
の
常
勤
医
は
、
４
年
間
で

58
人
減
少
し
１
６
６
人
で
す
。

登
録
医
（
臨
時
雇
用
）
を
増
や

し
や
り
く
り
し
て
い
ま
す
。
血

液
内
科
、
呼
吸
器
内
科
、
リ
ウ

マ
チ
・
膠
原
病
内
科
の
再
開
は

見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

常
勤
医
・
看
護
師
不
足
問
題

は
、
東
京
女
子
医
大
経
営
者
の

責
任
で
す
が
、
医
療
崩
壊
の
危

機
で
あ
り
放
置
出
来
ま
せ
ん
。

　

６
月
議
会
で
（
仮
称
）
地
域

医
療
検
討
会
議
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
市
か
ら
「
医
療
関

係
者
、
学
識
経
験
者
の
選
定
は

お
お
む
ね
終
了
。
夜
間
救
急
急

病
待
機
業
務
の
体
制
確
保
を
優

先
し
、
見
通
し
が
立
っ
た
段
階

で
開
催
の
準
備
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
問
題
解
決
の

た
め
優
先
順
位
を
付
け
ず
、
地

域
医
療
検
討
会
議
の
開
催
を
急

ぐ
べ
き
で
す
。

る
可
能
性
が
あ
る
。」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
７
月
４
日
に
市
民

団
体
が
県
に
高
校
統
廃
合
中
止

を
申
し
入
れ
た
際
、
県
教
委
は

高
校
の
校
舎
活
用
に
つ
い
て
八

千
代
市
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

「
高
校
の
校
舎
活
用
」
に
よ
る

中
学
校
設
置
で
は
、
何
年
先
に

な
る
か
解
り
ま
せ
ん
。

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
崩
壊
の
危
機

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
崩
壊
の
危
機

学
校
給
食
会
委
託
は
止
め
よ

学
校
給
食
会
委
託
は
止
め
よ

学
校
給
食
会
委
託
は
止
め
よ

学
校
給
食
会
委
託
は
止
め
よ

地
域
医
療
検
討
会
議
開
催
を
急
げ

地
域
医
療
検
討
会
議
開
催
を
急
げ

地
域
医
療
検
討
会
議
開
催
を
急
げ

地
域
医
療
検
討
会
議
開
催
を
急
げ

7/16平和大行進　3市議と市長7/16平和大行進　3市議と市長

入
学
前
健
診
よ
り
早
く

入
学
前
健
診
よ
り
早
く

５
歳
児
健
診
の
実
施
を
求
め
る

５
歳
児
健
診
の
実
施
を
求
め
る

八千代市教員の未配置は深刻八千代市教員の未配置は深刻
長時間労働を解消せよ長時間労働を解消せよ

れ
ば
、
保
護
者
負
担
は
材
料
費

の
み
で
す
が
、
学
校
給
食
会
委

託
の
場
合
は
輸
送
費
ま
で
保
護

者
負
担
で
す
。
袖
ケ
浦
市
で
は

「
安
定
し
た
米
飯
を
供
給
で
き
る

条
件
が
整
っ
た
」
こ
と
か
ら
委

託
を
止
め
て
い
ま
す
。

 　

日
本
共
産
党
は
、
八
千
代
市

も
給
食
セ
ン
タ
ー
に
炊
飯
機
能

を
整
備
し
、
学
校
給
食
会
と
の

契
約
を
取
り
止
め
る
べ
き
と
強

く
求
め
ま
す
。

東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
値
下
げ

東
葉
高
速
鉄
道
運
賃
値
下
げ

    

ブラック企業雇用問題･サラ金・医療・介護・
年金・税金・教育・子育て・生活保護・地域の要
求。何でもどうぞ！

【日時】奇数月 第３木曜日
 　　 午後２時～４時
【場所】市役所４階 日本共産党控室

無料法律
相談会
専門家が相談に
応じます

※予約が必要です
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 2024年６月議会　主な請願・発議案に対する議決結果（日本共産党市議団調べ）

果
結
決
議 賛成数

反対数

日本共産党 市民クラブ 自由民主党 公明党 八千代市民
に寄り添う会

野
菅
山
高
田
三
松
若

川
飯
原
伊
口
堀 嵐 澤

小
村
崎
田
澤
田
成
島
花 林 東

伊
澤
大
塚
大
巳
辰
本
塚
原
萩
山
石
永
末
橋
高
川
立 森 竹

大
和
知
飛
口
山

八千代市学校給食費の助成により
実質無償化を実施する条例 否決 賛成8

反対18 ○ ○ ○ × × × × × × × 欠 × × × × × ×

議

　
　

長

× × × ○ ○ ○ × ○ ○ ×

コミュニティバス運行を求める請願 不採択 賛成5
反対21 ○ ○ ○ × × × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ×

補聴器購入（加齢性難聴者）助成制度の
創設を求める請願 不採択 賛成8

反対18 ○ ○ ○ × × × × × × × 欠 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ×

聴覚補助機器等の積極的な活用への
支援を求める意見書 可決 賛成25

反対1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

金権腐敗を根絶するための政治資金規正法
の改正を求める意見書 否決 賛成8

反対18 ○ ○ ○ × × × × × × × 欠 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ×

食料自給率向上を政府の法的義務とするよう
食料・農業・農村基本法の改正を求める意見書 否決 賛成6

反対20 ○ ○ ○ × × × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○

離婚後共同親権導入を含む民法等の一部を
改正する法律の廃止を求める意見書 否決 賛成5

反対21 ○ ○ ○ × × × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ×

○：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わらず　敬称略

　

市
民
団
体
か
ら
市
議
会
に
２

６
０
７
筆
の
署
名
と
共
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
求
め

る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
日
本
共

産
党
は
、
請
願
に
賛
同
し
議
会

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
市
に
求
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
の
回
答
は
、
「
既

存
の
民
間
路
線
バ
ス
等
と
の
共

存
、
運
賃
収
入
で
賄
え
な
い
部

分
な
ど
を
考
慮
す
る
と
新
た
な

補
完
的
交
通
の
導
入
は
難
し
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
公
共
施
設

へ
直
接
行
け
る
ア
ク
セ
ス
が
な

い
」
と
い
う
市
民
の
声
を
示
し
、

「
市
の
交
通
計
画
に
は
公
共
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
全
く
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
、

「
市
民
の
要
望
を
把
握
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
さ
せ

る
べ
き
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

市
民
の
願
い
で
も
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
求
め

る
請
願
は
、
委
員
会
審
査
で
も

総
括
審
議
に
お
い
て
も
理
由
を

述
べ
ず
に
反
対
す
る
議
員
に
よ

り
、
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
願
い
に
背
を
向
け
無

視
す
る
よ
う
な
議
会
で
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
共
産
党
は
コ
ミ
ュ
ニ

　

八
千
代
市
の
農
家
も
高
齢
化

が
進
行
し
、
後
継
者
問
題
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
農
業
と
す
る
た
め
、
新
規
就

農
者
を
増
や
す
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

　

い
す
み
市
で
は
、
有
機
米
を

学
校
給
食
用
に
購
入
し
生
産
者

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
佐
倉
市

や
木
更
津
市
で
も
無
農
薬
米
を

給
食
に
活
用
す
る
な
ど
、
持
続

可
能
な
農
業
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
八
千
代
市
で
は
、

有
機
農
業
に
関
す
る
補
助
制
度

の
紹
介
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
議
会
で
採
択
さ
れ
た
「
農

業
振
興
に
係
る
予
算
の
確
保
を

求
め
る
」
請
願
に
つ
い
て
質
問
。

市
は
、
「
市
独
自
の
取
り
組
み
を

含
め
予
算
化
検
討
」
と
答
弁
し

　

八
千
代
市
は
今
年
度
中
に
小

中
学
校
の
特
別
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
を
完
了
さ
せ
る
予
定

で
す
。
一
方
で
避
難
所
に
な
る

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
は
、
全
く
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　

近
隣
市
で
は
喫
緊
の
課
題
と

し
て
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
進
め
て
い
ま
す
。
習
志
野

市
で
は
、
６
年
間
の
学
校
施
設

再
生
計
画
の
中
間
時
点
で
見
直

し
を
行
い
、
「
安
全
・
安
心
な
学

　

６
月
議
会
に
、
八
千
代
生
活

と
健
康
を
守
る
会
か
ら
「
補
聴

器
購
入
（
加
齢
性
難
聴
者
）
助

成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
」
請

願
が
提
出
さ
れ
、
同
時
に
公
明

党
な
ど
４
会
派
か
ら
は
「
聴
覚

補
助
機
器
等
の
積
極
的
な
活
用

へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
主
旨
は
、
「
高
齢
化

の
進
展
を
踏
ま
え
、
認
知
症
を

予
防
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
積
極
的
な
社
会
参
画
を
実
現

す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
八
千

代
生
健
会
の
請
願
と
重
な
る
部

分
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
日
本
共

産
党
は
、
市
民
要
求
実
現
の
た

め
公
明
党
な
ど
４
会
派
提
出
の

意
見
書
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
八
千
代
生
健
会
の

請
願
は
、
自
民
・
保
守
、
公
明

な
ど
の
反
対
で
不
採
択
。

　

請
願
に
反
対
す
る
理
由
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。
討
論
も
せ
ず
反

対
の
た
め
の
反
対
で
、
市
民
の

願
い
に
背
を
向
け
続
け
る
こ
と

は
許
せ
ま
せ
ん
。

ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
は
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
者
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
早
期

に
予
算
化
す
べ
き
で
す
。

　

日
本
共
産
党
が
長
年
求
め
て

来
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
６
月
末

に
完
成
し
、
市
民
の
願
い
が
実

現
し
ま
し
た
。

校
生
活
、
災
害
時
の
教
育
活
動

継
続
と
早
期
再
開
、
避
難
所
と

し
て
誰
も
が
安
全
・
安
心
か
つ

快
適
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
」
と
目
的
を
明
確
に

掲
げ
て
避
難
所
に
な
る
学
校
体

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
子
ど
も
た

ち
の
命
に
係
わ
る
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

デマンド型で実証運行へ
　八千代市の北部地域は公共交通が不便なため高齢

になっても自家用車が手放せず、そのため免許証の返

納も進んでいません。地域の人はコミュニティバスや

デマンド式の移動手段を待ち望んでいます。ぐるっと

号が廃止になってから議会で繰り返し要望してきまし

た。

　３月に策定された「八千代市地域公共交通計画」

の内容について、議会で質問しました。

　市からは「北部エリアにおける補完的移動手段につ

いて検討が必要」「具体的な案を作成し、実証運行に

向けて取り組む」「補完的交通は、事前予約により乗

り合いで運行するデマンド型などを想定している」と

の答弁がありました。

　早期実現のために地域のみな様と共に取り組んでい

きたいと思います。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
求
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
求
め
る

２
千
６
百
筆
の
署
名
提
出

２
千
６
百
筆
の
署
名
提
出

エ
ア
コ
ン
設
置
を
急
げ
！

エ
ア
コ
ン
設
置
を
急
げ
！

新
規
就
農
者
を
増
や
し

新
規
就
農
者
を
増
や
し

持
続
可
能
な
農
業
に
転
換
を

持
続
可
能
な
農
業
に
転
換
を

コミュニティバス請願署名

八千代市北部地域の公共交通

テ
ィ
バ
ス
運
行
の
実
現
を
引
き

続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

勝
田
台
駅
南
口
に

エ
レ
べ
ー
タ
ー
設
置

勝
田
台
駅
南
口
に

エ
レ
べ
ー
タ
ー
設
置

避
難
所
に
な
る
学
校
体
育
館

避
難
所
に
な
る
学
校
体
育
館

補
聴
器
購
入
助
成
は
市
民
の
願
い

補
聴
器
購
入
助
成
は
市
民
の
願
い

背
を
向
け
る
自
民
・
保
守
、
公
明

背
を
向
け
る
自
民
・
保
守
、
公
明


